
Ⅰ．事業評価総括表 
令和5年度 （単位：円）

番
号

交付対象事業の名称 国の経済対策との関係
交付金事業に
要した経費

交付金充当額

1
令和5年度住民税非課税世帯臨時特別給付金事
業【低所得者世帯給付金】

④-Ⅳ．コロナ禍において物価高騰等に
直面する生活困窮者等への支援

53,062,693 53,062,693

2 医療機関運営補助金事業 ④-Ⅰ．原油価格高騰対策 2,589,000 2,344,000

3 高齢者福祉施設運営補助金事業 ④-Ⅰ．原油価格高騰対策 14,400,000 13,034,000

4 鏡野町粗飼料高騰緊急対策助成金
④-Ⅱ．エネルギー・原材料・食料等安

定供給対策
9,582,000 3,032,000

5
指定管理施設事業継続支援補助金
（産業観光課）

④-Ⅰ．原油価格高騰対策 9,593,000 8,683,000

6
指定管理施設事業継続支援補助金
（生涯学習課）

④-Ⅰ．原油価格高騰対策 4,372,000 3,957,000

7
指定管理施設事業継続支援補助金
（総合福祉課）

④-Ⅰ．原油価格高騰対策 4,888,000 4,424,000

8 インフルエンザワクチン接種事業
④-Ⅳ．コロナ禍において物価高騰等に直面
する生活困窮者等への支援

16,418,540 14,861,000

9 がん検診等事業
⑤-Ⅳ-１．ウィズコロナ下での感染症対

応の強化
8,284,458 7,498,000

合計 123,189,691 110,895,693
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令和5年度

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大と、それに伴う、電力・ガス・食料品等の物価高騰による負担増
を踏まえ、特に家計への影響が大きい低所得世帯（住民税非課税世帯）に対して、１世帯あたり３万円の
給付金を交付することで、支援が必要な世帯に対し寄与することができた。

番号

1

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

実施計画の概要

①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③経費内訳
④事業の対象（交付対象者、対
象施設等）

＜事業費＞
①コロナ禍における物価高騰対策として特に影響が大きい住民税非課税世帯に対し、その影響を緩和するため1世帯につき３万円を給付する。給付により住民生活の安定を図ることができる。
②補助金
③令和５年度住民税非課税世帯
１，７２７世帯 × ３０，０００円＝５１，８１０千円
合計＝５１，８１０千円
④令和５年６月１日時点で住民登録のある住民税非課税世帯の世帯主
＜事務費＞
①コロナ禍における物価高騰対策として特に影響が大きい住民税非課税世帯に対し、その影響を緩和するため1世帯につき３万円を給付する。給付により住民生活の安定を図ることができる。この事業を円滑
に給付するための事務。
②需用費、役務費、委託料
③＜需用費＞消耗品費　事務用品　１３２千円
＜役務費＞通信運搬費　郵送料　４０３千円
＜委託料＞システム開発委託　８４０千円
合計　１，３７５千円
④令和５年度住民税非課税世帯

交付対象事業の名称

令和5年度住民税非課税世帯臨時特別給付金事業【低所得者世帯給付金】

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

　　施策体系外事業
　

目標： 物価高騰の影響が緩和された住民税非課税世帯　　1727世帯

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

経済的な影響を
受ける町民を支

援する

支援を受けた世
帯

成果実績 世帯 1723

目標値 世帯 1727

達成度 % 99.8%

交付金事業の定性的な成果及び評価等

達成度 % 99.8%

年度

給付金交付世帯数

活動実績 世帯 1723

活動見込 世帯

備考

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度 年度

1727

交付金事業の総事業費等 令和5年度 年度 年度

Ⅱ．事業評価個表

交付金事業の評価課室 鏡野町総合福祉課

交付金事業の担当課室 鏡野町総合福祉課

交付金充当額 53,062,693

総事業費 53,062,693



令和5年度

実施計画の概要

①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③経費内訳
④事業の対象（交付対象者、対
象施設等）

コロナ禍において原油・物価高騰の影響を受ける町内医療機関の安定的な運営を維持することで光熱費、燃料費の原油価格変動の影響が緩和さ
れる。また、利用者の負担軽減を図ることができる。
②補助金
③病院２，医院、診療所９
A　病院(１００床以上２００床未満）
基本額４００，０００円＋８，０００円×病床数１１０＝１，２８０千円
B　病院（１００床未満）
基本額２００，０００円＋８，０００円×病床数８８＝９０４千円
C　医院、診療所４５，０００円×９＝４０５千円
       A＋B＋C合計＝２，５８９千円
うち、重点交付金分＝２，５８２千円
　　   通常交付金分＝        ７千円
④町内の病院・医院・診療所 １１施設

Ⅱ．事業評価個表

番号 交付対象事業の名称

2 医療機関運営補助金事業

11

目標値 施設 11

達成度 %

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　鏡野町第２次総合計画（平成２８年度～令和７年度）
　　１ こころあたたかい福祉の里づくり
　　１－１地域医療の充実
　　　　・　町内医療機関への支援を行います。
　

目標：光熱費、燃料費の原油価格変動の影響が緩和された町内の病院・医院・診療所 １１施設

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

成果目標 成果指標 単位

安定した運営を
維持した医療機

関

安定した運営を
維持した医療機

関数

成果実績 施設

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　物価高騰や価格変動による影響を受ける町内医療機関へ補助を行うことで、安定した運営を維持するこ
とができ、医療提供を安定させることができた。また、医師会等からも喜ばれた。

年度 年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度

補助金の支払い
達成度 % 100.0%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

備考

活動見込 回 11

活動実績 回 11

100.0%

交付金事業の評価課室 鏡野町健康推進課

交付金事業の総事業費等 令和5年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 鏡野町健康推進課

総事業費 2,589,000

交付金充当額 2,344,000



令和5年度

交付金事業の評価課室 鏡野町総合福祉課

交付金事業の総事業費等 令和5年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 鏡野町総合福祉課

総事業費 14,400,000

交付金充当額 13,034,000

備考

活動見込 回 11

活動実績 回 11

100.0%

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　長期化する原油価格や物価の高騰により、事業所運営に大きな影響を受ける中、当補助金の対象となる
全11事業所288人分の補助金交付を行い、施設の負担軽減に寄与した。

年度 年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度

補助金の支払い
達成度 % 100.0%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

安定した運営を
維持した施設・

事業所

安定した運営を
維持した施設・

事業所数

成果実績 施設

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　鏡野町第２次総合計画（平成２８年度～令和７年度）
　　１ こころあたたかい福祉の里づくり
　　１－４高齢者福祉の推進
　　　　・　町内の施設・事業者への支援を行います。
　

目標：光熱費、燃料費の原油価格変動の影響が緩和された町内の施設・事業者 １１施設（事業所）

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

11

目標値 施設 11

達成度 %

実施計画の概要

①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③経費内訳
④事業の対象（交付対象者、対
象施設等）

①コロナ禍において原油・物価高騰の影響を受けている町内高齢者福祉施設の安定的な運営を維持するこ
とで光熱費、燃料費の原油価格変動の影響が緩和される。また利用者の負担軽減を図ることができる。
②補助金
③５０，０００円×入居者２８８人＝１４，４００千円
合計＝１４，４００千円
④町内の高齢者福祉施設・事業所 １１施設

Ⅱ．事業評価個表

番号 交付対象事業の名称

3 高齢者福祉施設運営補助金事業



令和5年度

交付金事業の評価課室 鏡野町産業観光課

交付金事業の総事業費等 令和5年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 鏡野町産業観光課

総事業費 9,582,000

交付金充当額 3,032,000

備考

活動見込 件 240

活動実績 件 196

81.7%

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　飼料価格（粗飼料）の高騰により畜産経営に影響を受けている農家等を緊急的に支援でき、一時的では
あるが経営安定及び経営の持続意欲の向上に繋げることができた。

年度 年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度

助成金交付件数
達成度 % 81.7%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

廃業を防止する 助成した頭数

成果実績 頭

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　鏡野町第２次総合計画（平成２８年度～令和７年度）
　　２ 地域経済を支える里づくり
　　２－１農業の振興
　　　　・町内農業者の生産活動に対する支援を行います。

目標：助成する頭数
乳牛用　110頭
肉用牛　130頭

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

196

目標値 頭 240

達成度 %

実施計画の概要

①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③経費内訳
④事業の対象（交付対象者、対
象施設等）

①コロナ禍において物価高騰に直面する畜産農家に対し、粗飼料の値上がり部分に補助を行うことで、農
家の事業継続を支援するとともに、農家の生産意欲の向上を図る。
②補助金
③
乳用牛 補助単価
１７，３００円×１１０頭＝１，９０３千円
肉用牛　補助単価
１６，９００円×１３０頭＝２，１９７千円
合計＝４，１００千円
④町内の畜産農家 ２１件

Ⅱ．事業評価個表

番号 交付対象事業の名称

4 鏡野町粗飼料高騰緊急対策助成金



令和5年度

実施計画の概要
　　（番号５・６・７共通）

①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③経費内訳
④事業の対象（交付対象者、対
象施設等）

①コロナ禍において物価高騰に直面する指定管理者を対象とし、令和５年度以降の安定的な事業の継続を維持するため、事業継続金を支援す
る。
②補助金
③町内指定管理者
令和４年の水道光熱費・燃料費を令和３年度と比較し差額分を５年度事業資金として補助する。ただし、公益企業と収益企業で分け、収益企業
は1/2、公益企業は3/4を補助する。燃料費補助は公益施設に限る。
＜光熱費＞
A：収益企業合計：２３，３３８，８８４×０．５＝１１，６６９，４４２円
B：公益企業合計：１２，００３，０７９×０．７５＝９，００２，３０９円
＜燃料費＞
C：２，２２９，９７９円×０．７５＝１，６７２，４８４円
A＋B＋C＝２２，３４４，２３５円（２２，３４５千円）
④町内の指定管理施設 ４４施設　（※結果、１施設は差額が出ず補助対象外）

Ⅱ．事業評価個表

番号 交付対象事業の名称

5  指定管理施設事業継続支援補助金（産業観光課）

26

目標値 ㎡ 26

達成度 %

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　鏡野町第２次総合計画（平成２８年度～令和７年度）
　２ 地域経済を支える里づくり
　　２－５観光の振興
　　２－１農業の振興
　　　　　・町内の指定管理施設に対する支援を行います。

目標： 光熱費、燃料費の原油価格変動の影響が緩和された指定管理施設
          18施設（観光施設 ）、8施設（農業施設）

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

成果目標 成果指標 単位

安定した運営を
維持した観光施

設

安定した運営を
維持した観光施

設数

成果実績 ㎡

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　コロナ禍における燃料等高騰に直面する指定管理者に対し、事業継続支援金を補助することで、指定管
理者の経営の安定に繋がり、指定管理者の事業継続に貢献した。

年度 年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度

補助金の支払い
達成度 % 100.0%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

備考

活動見込 件 26

活動実績 件 26

100.0%

交付金事業の評価課室 鏡野町産業観光課

交付金事業の総事業費等 令和5年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 鏡野町産業観光課

総事業費 9,593,000

交付金充当額 8,683,000



令和5年度

交付金事業の総事業費等 令和5年度 年度 年度

交付金事業の担当課室

交付金充当額 3,957,000

交付金事業の評価課室 鏡野町生涯学習課

備考

鏡野町生涯学習課

活動見込 回 12

令和5年度

11

12

91.7%

91.7%

単位

交付金事業の成果目標
及び成果実績

活動実績 回交付金事業の活動指標
及び活動実績

成果目標 成果指標 単位

安定した運営を
維持したスポー

ツ施設

安定した運営を
維持したスポー

ツ施設数

成果実績 人

人

達成度 %

目標値

総事業費 4,372,000

達成度 %

11

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　コロナ禍により、利用者が減少している中、また、物価高騰により施設経営が圧迫される中、事業者へ
の支援としてR４年度とR３年度の電気代、燃料代の差額を助成することにより、施設を休業することなく
安定的に事業継続することができた。

年度 年度活動指標

補助金の支払い

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　鏡野町第２次総合計画（平成２８年度～令和７年度）
　３ 創造豊かな教育・文化の里づくり
　　３－４生涯スポーツの推進
　　　　・町内の指定管理施設に対する支援を行います。

目標： 光熱費、燃料費の原油価格変動の影響が緩和された指定管理施設　12施設

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

実施計画の概要
　　（番号５・６・７共通）

①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③経費内訳
④事業の対象（交付対象者、対
象施設等）

①コロナ禍において物価高騰に直面する指定管理者を対象とし、令和５年度以降の安定的な事業の継続を維持するため、事業継続金を支援す
る。
②補助金
③町内指定管理者
令和４年の水道光熱費・燃料費を令和３年度と比較し差額分を５年度事業資金として補助する。ただし、公益企業と収益企業で分け、収益企業
は1/2、公益企業は3/4を補助する。燃料費補助は公益施設に限る。
＜光熱費＞
A：収益企業合計：２３，３３８，８８４×０．５＝１１，６６９，４４２円
B：公益企業合計：１２，００３，０７９×０．７５＝９，００２，３０９円
＜燃料費＞
C：２，２２９，９７９円×０．７５＝１，６７２，４８４円
A＋B＋C＝２２，３４４，２３５円（２２，３４５千円）
④町内の指定管理施設 ４４施設　　　　（※結果、１施設は差額が出ず補助対象外）

Ⅱ．事業評価個表

番号 交付対象事業の名称

6  指定管理施設事業継続支援補助金（生涯学習課）



令和5年度

交付金事業の評価課室 鏡野町総合福祉課

交付金事業の総事業費等 令和5年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 鏡野町総合福祉課

総事業費 4,888,000

交付金充当額 4,424,000

備考

活動見込 回 4

活動実績 回 4

80.0%

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大と、それに伴うエネルギー価格等の高騰に直面し指定管理業務に
影響を及ぼす指定管理者に対し、燃料費、水道光熱費を支援することで、安定的な事業継続に寄与するこ
とができた。

年度 年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度

補助金の支払い
達成度 % 100.0%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

安定した運営を
維持した高齢者

福祉施設

安定した運営を
維持した高齢者

福祉施設数

成果実績 人

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　鏡野町第２次総合計画（平成２８年度～令和７年度）
　１ こころあたたかい福祉の里づくり
　　１－４高齢者福祉の推進
　　　　・町内の指定管理施設に対する支援を行います。

目標： 光熱費、燃料費の原油価格変動の影響が緩和された指定管理施設　５施設

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

4

目標値 人 5

達成度 %

実施計画の概要
　　（番号５・６・７共通）

①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③経費内訳
④事業の対象（交付対象者、対
象施設等）

①コロナ禍において物価高騰に直面する指定管理者を対象とし、令和５年度以降の安定的な事業の継続を維持するため、事業継続金を支援す
る。
②補助金
③町内指定管理者
令和４年の水道光熱費・燃料費を令和３年度と比較し差額分を５年度事業資金として補助する。ただし、公益企業と収益企業で分け、収益企業
は1/2、公益企業は3/4を補助する。燃料費補助は公益施設に限る。
＜光熱費＞
A：収益企業合計：２３，３３８，８８４×０．５＝１１，６６９，４４２円
B：公益企業合計：１２，００３，０７９×０．７５＝９，００２，３０９円
＜燃料費＞
C：２，２２９，９７９円×０．７５＝１，６７２，４８４円
A＋B＋C＝２２，３４４，２３５円（２２，３４５千円）
④町内の指定管理施設 ４４施設　　（※結果、１施設は差額が出ず補助対象外）

Ⅱ．事業評価個表

番号 交付対象事業の名称

7  指定管理施設事業継続支援補助金（総合福祉課）



令和5年度

交付金事業の評価課室 鏡野町健康推進課

交付金事業の総事業費等 令和5年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 鏡野町健康推進課

総事業費 16,418,540

交付金充当額 14,861,000

備考

活動見込 人 6,320

活動実績 人 5,919

93.7%

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　定期接種の年齢（65歳以上）以外にも、6ヶ月から中学3年生相当の年齢への任意接種として接種費用を
全額助成していることで、各世帯の医療費の負担軽減とインフルエンザの感染症対策を講じることがで
き、幅広い町民の暮らしを支えることができた。また、津山市の医療機関で接種した際も接種者及び医療
機関の事務負担軽減を図ることが可能となったため、接種者が増え感染の軽減につながった。

年度 年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度

接種者人数
達成度 % 93.7%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

感染を防止する
接種率（65歳以
上、中学生ま

で）

成果実績 %

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　鏡野町第２次総合計画（平成２８年度～令和７年度）
　１ こころあたたかい福祉の里づくり
　　１－２健康づくりの推進
　　　　・町民一人ひとりが主体的に健康づくりに取り組めるよう推進します。

目標：接種率　60％

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

5919

目標値 % 6320

達成度 %

実施計画の概要

①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③経費内訳
④事業の対象（交付対象者、対
象施設等）

①新型コロナウイルス感染症の影響で物価高騰に直面する住民のインフルエンザの医療費負担を軽減す
る。
②委託料
③インフルエンザ予防接種(６５歳以上) 4,200円×3,200人
　  インフルエンザ予防接種（中学生まで）4,200円×1,560人
④予防接種対象者

Ⅱ．事業評価個表

番号 交付対象事業の名称

8 インフルエンザワクチン接種事業



令和5年度

交付金事業の評価課室 鏡野町健康推進課

交付金事業の総事業費等 令和5年度 年度 年度

交付金事業の担当課室 鏡野町健康推進課

総事業費 8,284,458

交付金充当額 7,498,000

備考

活動見込 回 13

活動実績 回 13

90.0%

交付金事業の定性的な成果及び評価等

　病院で受ける個別検診の受診者数は、子宮頸がん検診・乳がん検診ともに令和４年度を上回り、あわせ
て集団検診での子宮頸がん検診・乳がん検診も令和４年度より受診者数が増えたことから、本交付金で財
政面の懸念が緩和され、十分な予算を確保できたことから、検診全体の拡充に繋がり、受診控えを起こす
ことなく、希望者が受診できる環境を整備できた。
集団検診実施回数においては、昨年度より実施日が１日減となっているが、令和５年度は午後からも全て
の日程で検診を実施することで総時間数を増やし受診しやすい体制とした。

年度 年度

交付金事業の活動指標
及び活動実績

活動指標 単位 令和5年度

集団検診実施回数
達成度 % 100.0%

交付金事業の成果目標
及び成果実績

成果目標 成果指標 単位

町民が自分自身
で健康管理を行

う

大腸がん検診受
診率

成果実績 %

交付金事業に関係する都道府県
又は市町村の主要政策・施策と
その目標

　交付金事業に関係する主要政策・施策
　鏡野町第２次総合計画（平成２８年度～令和７年度）
　１ こころあたたかい福祉の里づくり
　　１－２健康づくりの推進
　　　・町民の健康づくりに関する施策を総合的かつ計画的に策定し、推進します。

目標：大腸がん検診受診率　20％

事業開始年度 令和5年度 事業終了（予定）年度 令和5年度

18

目標値 % 20

達成度 %

実施計画の概要

①目的・効果
②交付金を充当する経費内容
③経費内訳
④事業の対象（交付対象者、対
象施設等）

①新型コロナウイルス感染症の影響で物価高騰に直面する住民の負担を軽減するため、個別健診等を無償
化し、その経費を負担する。
②委託料
③20・30歳代及び生活保護受給者健診委託料
　10,516円 × 40人 =420,640 円
子宮頸がん検診委託料
　7,057円 × 600人 ＝ 4,234,200円
乳がん健診委託料
　視触診＋マンモ１方向　8,183円×400人 ＝3,273,200円
　視触診＋マンモ２方向　8,752円×150人 ＝1,312,800円
④検診対象者

Ⅱ．事業評価個表

番号 交付対象事業の名称

9 がん検診等事業


